
□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.531(2022.02.06) from 山下 徹 □◇□◇□

横
溝
屋
敷
は
東
横
線
大

倉
山
に
近
い
所
に
あ
る
。

背
後
に
標
高
45
ｍ
の
殿

山
が
あ
る
。
そ
こ
に
獅
子
ヶ

谷
城
が
あ
っ
た
。
歴
史
は

古
く
平
安
時
代
の
武
将
師

岡
重
経
が
城
と
し
て
い
た
。

そ
の
為
、
山
の
北
側
は
師

岡
町(

港
北
区
）
だ
。

江
戸
時
代
初
め
旗
本
の

小
田
切
氏
が
こ
の
城
に
て
、

上
獅
子
ヶ
谷
村
を
支
配
。

小
田
切
氏
は
、
江
戸
時

代
末
期
江
戸
に
引
っ
越
し
。

屋
敷
を
名
主
の
横
溝
家
に

譲
っ
た
そ
う
だ
。

右
の
建
物
が｢

穀
蔵｣

で

一
八
四
一
年(

天
保
年
間)

の
建
築
。
中
央
が
蚕
小
屋
。

左
の
二
階
建
て
が
主
屋
。

こ
の
二
つ
は
一
八
九
八
年

(

明
治
29
年)

頃
の
建
築
。

社
会
科
見
学
の
小
学
生

が
二
階
に
上
が
っ
て
い
た
。

車
椅
子
を
押
し
た
女
性

が｢

こ
こ
よ
。
お
母
さ
ん

の
云
っ
て
い
た
横
溝
屋
敷

よ｣

と
話
し
か
け
て
い
た
。

近
所
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
い
た
母
親
も
。

横
溝
屋
敷

横
浜
市
鶴
見
区
獅
子
ヶ
谷
三
丁
目

二
〇
二
二
年
一
月
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も
ろ

お
か

年代 合計 ％
80超 9,134 2.7
70代 10,634 3.1
60代 15,732 4.7
50代 31,058 9.2
40代 47,611 14.1
30代 51,995 15.4
20代 76,299 22.6
10代 53,298 15.8
10前 41,863 12.4
合計 337,624
30前 50.8

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
、
次

の
よ
う
な
図
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
は
１
月
31
日
の
都

道
府
県
別
新
規
感
染
者
数
。

｢

東
京
一
万
、
多
い｣

と
思

う
が
余
り
ピ
ン
と
来
な
い
。

人
口
比
を
見
る
と

そ
こ
で
札
幌
医
科
大
学

が
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
て
い
る
左

の｢

都
道
府
県
別
の
人
口

百
万
人
当
り
の
七
日
間
の

増
加｣

で
都
道
府
県
の
深

刻
度
が
分
か
る
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
次

のQR

コ
ー
ド
か
ら
行
く
事

が
出
来
る
。

東
京
は

先
週
百
万

人
に
七
千

六
百
人
。
つ
ま
り
130
人
に

一
人
が
感
染
し
た
。

若
い
感
染
者
が
多
い

右
は
厚
労
省
の
１
月
25

日
迄
の
一
週
間
の
デ
ー
タ
。

30
才
未
満
が
51
％
。
重
症

化
率
が
低
い
の
は
若
い
感

染
者
が
多
い
か
ら
で
は
？

オ
ミ
ク
ロ
ン
を
甘
く
見

て
い
る
と
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

の
次
の
ギ
リ
シ
ャ
文
字
π

(

パ
イ)

で
表
さ
れ
る
新
し

く
強
力
な
株
が
出
る
か
も

知
れ
な
い
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

感染者の単位を変えると見える事が


